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近年，自転車関連事故の占める割合は増加傾向にあり対策が求められているが，事故統計データでは事

故に至るまでの細かな状況把握は困難である．ドライブレコーダデータの解析は事故要因の有用な手段と

期待されているが，自転車関連ヒヤリハットに特化して考察した事例はあまり見られない．そのため，ド

ライブレコーダデータを用いた自転車安全対策に関する基礎的なアプローチとして，自転車関連ヒヤリハ

ットの発生状況分析を行った． 
その結果，車道走行する自転車の対面通行では1車線道路，背面通行では2車線以上の道路の割合が高い

こと，右側通行の自転車ではふらつき，通行区分違反等の自転車側の過失があるパターンが多いこと，沿

道施設への出入りのケースが多いと考えられる単路での右左折では方向による違いはあまりないこと等の

特徴が得られた． 
 

     Key Words : bicycle safety, driving recorder, near-miss incident, cycling behavior 
 
 

1. はじめに 
 
自転車は幅広い年齢層が多様な用途で利用する身近な

交通手段であり，近年環境問題や健康増進に対する意識

の高まり，加えて災害時の移動手段としての優位性等の

特徴により利用者が増加している．しかし，図-1に示す

ように全交通事故件数は減少傾向にあるものの，自転車

関連事故（第1当事者と第2当事者のいずれか，または双

方が自転車である場合の事故）の全交通事故に占める割

合は増加傾向にあり，これらの事故への対策が求められ

ている1)． 
平成23年3月には内閣府において第9次交通安全基本計

画が策定され，道路交通の安全対策として自転車の安全

確保が示された2)．警察庁では平成23年10月に，自転車

は「車両」であるという考え方を徹底させ，車道を通行

する自転車と歩道を通行する歩行者の安全を確保するこ

とを目的とする総合的な対策を打ち出した3)．そして，

平成24年4月には「みんなにやさしい自転車環境－安全

で快適な自転車利用環境の創出に向けた提言－」におい

て，自転車走行空間の計画と設計，自転車利用時のルー

ル，自転車利用の総合的な取組みについて提言された4)．  
金子ら5)は，全国の自転車関連事故の発生状況をマク

ロ的に集計するとともに，市街地幹線道路における交差

図-1 自転車関連事故の推移 



 

 2 

点での事故発生状況についてミクロ的に分析している．

その結果，車道においては逆走する自転車との事故率が

高く，歩道においては民地側を逆走する自転車の事故率

が高いと示している．小金ら6)は，出会い頭事故及び右

左折事故を対象に市街地における自転車関連事故を分析

し，逆走する自転車や左折衝突事故での順走する自転車

の危険性について述べている．伊藤ら7)は，交差点で発

生する自転車関連事故について分析を行い，発生件数の

多い出会い頭事故及び右左折事故についてさらにミクロ

的分析を行い，それらに対応する対策例を述べている．

萩田ら8)は，自転車の走行位置に着目した自転車事故の

分析を行い，右側通行の事故率がやや高いと考察してい

る． 
このように，これまで事故統計データを用いた自転車

関連事故の様々な調査分析が行われている．近年，自転

車走行空間の在り方についての議論が活発に行われてお

り，安全性の高い自転車走行空間の設計を考える上で，

自転車や自動車の挙動の傾向を十分に把握することは重

要である．しかし，事故発生前の自転車の詳細な走行位

置（車道，歩道等）やドライバーの運転動作（ブレーキ，

ウインカー等）といった細かな状況把握は事故統計デー

タでは困難であるといえる． 
こうした中，近年ではタクシー，トラック等の業務車

を中心としたドライブレコーダの普及により，ヒヤリハ

ット（事故には至らなかったものの何も回避行動をしな

ければ事故に至っていたであろうもの）時の自車と対象

者の挙動に関するデータの解析が行われ，事故に加えヒ

ヤリハットについても要因分析が実施されるようになっ

た．三浦ら9)は，豊橋市のドライブレコーダデータ及び

人身事故データを基に，事故及びヒヤリハットの傾向を

把握し，交通事故危険地点，危険状況の抽出を行ってい

る．道辻ら10)は，ドライブレコーダデータを用いて，交

差点黄信号に起因した危険領域を明らかにしつつ，ドラ

イバーのブレーキ操作における特徴やジレンマによって

誘発される追突ヒヤリハットといった様々な観点から分

析している．このように，ドライブレコーダデータの解

析は，事故発生に至るまでの過程を把握することや，予

防安全対策の効果評価に力を発揮すると考えられ，予防

安全研究を進めていく上で有用な手段として期待されて

いる． 
しかしながら，ドライブレコーダデータを活用した自

転車関連のヒヤリハットについて詳細に考察した事例は

あまり見られない．そこで本研究では，ドライブレコー

ダデータを用いた自転車安全対策に関する基礎的なアプ

ローチとして，ドライブレコーダデータを基に，自転車

に関するヒヤリハットの発生状況を明らかにし，特徴を

把握することを目的とする．  
 

2. データベースの概要 
 
本研究で用いるデータは，平成 17年 1月 30日から平

成 23 年 11 月 25 日の間に東京都内，静岡市内，福岡市

内，秋田県由利本荘市内及び札幌市内のタクシー計 196
台に搭載されたドライブレコーダから収集されたもので

ある．なお，これらのデータベースは，自動車技術会と

東京農工大学が共同で保有し管理・運営を行っている．

ドライブレコーダは，ホリバアイテック社製 DR3031（1
カメラ），DR6200（2 カメラ），DR9100（2 カメラ）の

3 種類が使用されている．これらは衝突，急ブレーキ，

急ハンドル等により 0.45G 以上の前後加速度が車体に作

用した場合にトリガーを発生させ（または手動スイッ

チ），事故やヒヤリハット等のイベントが発生した時点

及びその前 10 秒，後 5 秒の映像データと車速，前後・

左右・上下加速度，ジャーク，緯度，経度やブレーキ，

ウインカーの有無の数値データを記録する．  
収集されたデータは目視によって基本データ（日時，

場所等），対象（人，自転車等），自車状態（発進時，

加速時等）等の項目によって分類され，データベース化

される（表-1）．  
本研究では，データベースから対象が自転車である事

故及び高レベルヒヤリハットの計 695 件（事故 45 件，

高レベルヒヤリハット 650件）を抽出し，分析対象とし

た．ヒヤリハットのレベルは高・中・低・反応の 4レベ

ルがあるが，事故になる寸前であり，深刻度の高い高レ

ベルのみを対象とした．  
 
 
3. ドライブレコーダデータと全国の自転車関連

事故データとの比較 

 

 ここでは，自転車関連のヒヤリハットの特徴を把握す

るために，既往研究を参照しながら，ドライブレコーダ

内容

日時、車両、場所…計40項目

人、自転車、四輪車…計25項目
自車進行状態 発進時、加速中、減速中…計8項目

自車動作 交差点直進中、交差点進入時…計87項目
ヒヤリハットタイプ
（人、自転車）

飛び出し、右左折中横断者…計6項目

衝突形態
（四輪二輪）

正面衝突、追突…計9項目

ヒヤリハットタイプ
（四輪二輪）

右直、追突、割込み…計11項目

ヒヤリハットタイプ
（単独）

信号見落とし、駐車車両衝突…計9項目

相手状態
（人、自転車）

対面通行中、背面通行中…計17項目

他車進行状態 発進時、加速中、減速中…計8項目
他車動作 交差点直進中、交差点進入時…計87項目

道路形状、車線数、交通量…計41項目
安全不確認、安全速度、脇見…計90項目

周囲環境
要因

相手との距離
説明文

項目

基本データ
対象

自車状態

ヒヤリハット状況

相手状態

表-1 データの分類表 
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データと，全国の自転車関連事故データとの比較を，以

下の各項目について行う．  

 

(1) 発生時間帯 

図-2はドライブレコーダデータと平成19年の自転車関

連事故データ5)を，時間帯別に比較したものである．事

故データに比べドライブレコーダデータでは，朝と夕方

の割合が低くなり，夜間の割合が高くなっている． 
 
(2) 発生場所 
 図-3はドライブレコーダデータの発生場所別，図-4は，

平成21年の自転車関連事故データ7)の発生場所別の割合

をそれぞれ示したものである．ヒヤリハットデータベー

スにおいて道路形状は，「交差点」「単路（直線）」

「単路（カーブ）」「複雑」「その他」の5項目に分類

されており，ここでは交差点とそれ以外のものに分けて

いる．事故データでは，死傷，死亡事故ともに約7割が

交差点で発生しているのに対して，ドライブレコーダデ

ータでは，約8割が交差点で発生しており，ヒヤリハッ

トでは交差点の割合が高くなることがわかる．なお，こ

こで述べる交差点とはドライブレコーダデータ，自転車

関連事故データともに，交差点付近を含んだものである． 
 
(3) 事故類型 

図-5はドライブレコーダデータの事故タイプ別，図-6
は平成23年の自転車関連事故データ1)の事故類型別の割

合をそれぞれ示したものである．図-5の「右左折中横断

者」「直進中横断者」は，右左折，直進がタクシーの挙

動，横断が自転車の挙動である．事故データでは出会い

頭（54%），右左折時（24%）の順で多く発生している

が，ドライブレコーダデータでは，右左折中横断者

（28%），出会い頭（交差点）（23%）の順で多く発生

しており，ヒヤリハットでは，出会い頭の割合が低くな

り，右左折中横断者の割合が最も高くなっていることが

わかる．これは，自動車が低速であるため，出会い頭よ

りも危険回避が可能になり人身事故となりにくい右左折

中横断者の割合が高くなっているものと考えられる． 
 
 
4. ドライブレコーダデータの分析 
 
ここでは，ドライブレコーダデータを用いた独自の視

点から，既往の研究とは比較できない以下の項目につい

て分析を行った． 
 

(1) 自転車の走行状態 
図-7は自転車の走行状態別の割合を示したものである．

横断中-横断歩道（39%）で最も多く発生している．た

図-2 ドライブレコーダデータと自転車関連事故データ

(H19)の発生時間帯別構成率比較 

図-3 ドライブレコーダデータの発生場所別構成率 

図-4 自転車関連事故データ(H21)の発生場所別構成率 

図-5 ドライブレコーダデータの事故タイプ別構成率 

図-6 自転車関連事故データ(H23)の事故類型別構成率 
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だし横断中-その他（20%）の割合も高く，横断歩道以

外での横断も多いことがわかる．また，対面通行中，背

面通行中ともに車道での事故及びヒヤリハットが多く発

生していることがわかる．図-8は自転車の走行状態につ

いて，発生場所別の割合を示したものである．交差点で

は横断中-横断歩道（44%），交差点以外では背面通行

中-車道（37%）が顕著に高いことがわかる．  
ここで，交差点以外で多く発生している，対面通行中

-車道，背面通行中-車道に着目する．図-9は車線数別の

割合を示したものである．対面通行中では1車線

（58%），背面通行中では2車線以上（73%）の割合が高

くなっている．これは，1車線ではタクシーと左側通行

の自転車（対面通行）との距離が，2車線以上に比べ短

くなり，両車のコンフリクト発生確率が高くなるためと

考えられる．また，交差点と交差点以外別に分類をした

が，上記と同様の傾向が見られた（図-10）．  
図-9の対面通行中-車道のうち2車線以上（42%）の大

半は自転車が右側通行（逆走）しているものと考えられ

る．これらについて，事故タイプ別，自転車側の法令違

反別の割合を見ると，事故タイプ別ではふらつき

（29%）の割合が高く，自転車側の法令違反別では通行

区分（59%），自転車通行方法（41%）の割合が高いこ

とがわかり，自転車側の過失があることが窺える．  
 
(2) 自車動作 

図-11は，自車動作（タクシーの動作）について，発

生場所別の割合を示したものである．ここで述べる自車

とは，タクシーのことを指す．交差点では，左折

（38%），交差点直進（31%），右折（21%）の順で多

く発生している．交差点以外では，直進（46%）が顕著

に多く，次いでカーブ（21％），停止車・その他障害物

追抜／追越（10％）の順で発生している．また，交差点

では右折と左折に17%の差があったが，交差点以外では

3%と，大きな差は見られない．交差点以外の右左折は，

単路での沿道施設への出入りのケースが多いと考えられ

るが，これらの右左折による違いはあまりないことがみ

られた． 

  

図-8 自転車の走行状態別構成率-b 

 

図-9 自転車車道通行時の車線数別構成率 

図-7 自転車の走行状態別構成率-a 図-11 自車動作・発生時期別構成率-b 

図-10 発生場所別自転車車道通行時の車線数別構成率 
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5. おわりに 

 
本研究では，自転車に関するヒヤリハットの発生状況

を明らかにし，特徴を把握することを目的としてドライ

ブレコーダにより収集されたデータベースを用いたマク

ロ的な分析を行った．その中でも，車道を走行する自転

車とのヒヤリハットについては対面通行中では1車線，

背面通行中では2車線以上の割合が高く，これは自動車

と左側通行の自転車（対面通行）との距離が影響するた

めと考えられる．また，右側通行（逆走）の自転車につ

いてはふらつき，通行区分違反といった自転車側の過失

により引き起こされているコンフリクトも多いものと推

察される．そして，自動車の動作については沿道施設へ

の出入りのケースが多いと考えられる単路での右左折に

おいて，右折と左折との間に大きな差は見られず，方向

による違いはあまりないことがみられた． 
 今後は，ヒヤリハット件数の多かった挙動パターンに

ついて，自転車走行空間の在り方の議論において重要で

ある事故発生前の自転車の詳細な走行位置や，ドライバ

ーの運転動作，道路交通環境等を映像の分析によって明

らかし，ミクロ的に分析を進めていくことが課題である． 
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